
　12月13日（金）、隈之城地区コミュニティセンター
で、福祉に特化した｢福祉フェアー inくまのじょう」
を開催しました。
　来場者は、講演や福祉用具、在宅介護に関する相談
や食生活改善推進員による試飲、地域おこし協力隊
の尾野さんが教える｢はんとけん体操｣などを行いまし
た。 先 着100人
にはミニシクラ
メンを配布し、
会場は大いに盛
り 上 が り ま し
た。

　12月１日（日）、丸山自然公園で、丸山クエストを
初めて開催しました。
　これは、樋脇地域の小中学校からなる樋脇地域ＰＴ
Ａ連絡協議会と子ども会
が、樋脇地区コミュニティ
協議会に提案し実現した
新たな取り組みです。
　樋脇地域の児童・生徒
など155人が参加し、地
図を手に設定された時間
内に各チェックポイント
を回りながら丸山を散策
しました。

いつまでも健康でいるために

　12月８日（日）、ＳＳプラザせんだいで、事業協同
組合薩摩川内市企業連携協議会主催によるお仕事博
覧会Ｗ

ワ ー ク

ｏｒｋわくマルシェ 2024 in さつませんだいが
開催されました。市内17の企業、団体、学校が出展し、
約1,000人が来場しました。訪れた子どもたちは、各
ブースでお仕
事の体験や各
製品に触れる
などして楽し
い時間を過ご
しました。

　12月11日（水）、県庁で、地域づくり表彰の表彰状
授与式が行われ、里町の｢東シナ海の小さな島ブラン
ド株式会社｣が国土交通大臣賞を受賞されました。
　これは、耕作放棄地の再生プロジェクトや古民家再
生などこれまでの地域における取り組みが評価され
たものです。

遊ぶ！体験！学ぶ！食べる！ 甑島での地域活動が評価

　12月６日（金）、本校商業科２年生61人と３年生８
人を対象に、川内税務署の職員を講師に招き、租税教
室を実施しました。
　生徒たちは、税の意義や役割を正しく理解しようと
熱心に講義を受け、インボイス制度や企業側の消費税
の取り扱いについて学びました。

高校生が税の仕組みを学ぶ地域とＰＴＡの新たな連携

　12月16日（月）、隈之城交差点で、おもいやりライ
ト運動が実施されました。
　この運動は、夕暮れ時のヘッドライト早期点灯を
ドライバーに促すためのもので、れいめい高等学校
の生徒20人が「早めのライト点灯を」などと書いたプ
ラカードを
掲げました。
ドライバー
は笑顔で応
じ、 交 通 事
故防止に努
めました。

高校生が早めのライト点灯を呼び掛け

【情報提供：隈之城地区コミュニティ協議会】 【情報提供：薩摩川内警察署】

【情報提供：川内商工高等学校】
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【情報提供：樋脇地域ＰＴＡ連絡協議会】

本市での長年における功績を表彰　
　12月19日（木）、本庁で、文化功労者等表彰式を行
いました。
　これは、芸術、文化の振興、発展に永年貢献された
個人・団体を表彰するもので、今年度は、個人２人と
１団体が受賞されました。

　12月19日（木）、中央公民館で、手話奉仕員養成講
習会基礎課程の修了式を行いました。
　受講生は２年に渡り講習会に参加し、手話の知識と
技術を習得してきました。代表して、川内中央中学校
３年の花

はなもり

森美
み

紅
く

さんに市長から修了証書が授与され
ました。障害の有無にかかわらず意思疎通が円滑に行
われることを目指します。

　12月22日（日）、旧野下小学校グラウンドに、こい
のぼりを掲揚しました。　　　　　　　
　年末年始に故郷の野下へ帰省した方々を迎えると
ともに、地区住民の士気を高める地域活性化の一貫と
して毎年行っています。

共に生きる社会に向けて

冬の空に舞うこいのぼり

　12月17日（火）、川内北中学校と川内南中学校の教
諭３人と東郷学園義務教育学校の校長が表敬訪問し、
県優秀教職員表彰の受賞を報告しました。
　これは、学校教育における学習指導や生徒指導など
で顕著な実績がある教職員や学校を表彰するもので、
不登校未然防
止の取り組み
や、学校・家庭・
地域が一体と
なった学校経
営などが評価
されたもので
す。

　12月25日（水）から２泊３日で、冬のアドベンチャー
「薩摩川内ぼっけもんの挑戦」を行いました。
　69kmの自転車走行、消防局での防災研修や甲冑工
房丸武の見学、矢立農村公園「せせらぎの里」でのニジ
マス釣りなどの活動を通し、参加者同士友情を深め合
いながら、ふるさとの良さを知ることができました。

　12月25日（水）、京セラ（株）鹿児島川内工場から市
共同募金委員会へ歳末たすけあい募金と赤い羽根共
同募金、市社会福祉協議会へ京セラ福祉基金の贈呈が
ありました。
　これらの取り組みは、同工場従業員の皆さんの善意
により永年続けられているもので、本市の福祉向上に
役立てられます。

学校教育における取り組みが評価されました

ふるさとの良さを知りました善意に感謝

【情報提供：野下地区コミュニティ協議会】
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「まちの話題」は、市民の皆さんから情報提供いただき、身近な話題を掲載しています。ぜひ投稿ください。



染そ
め

川か
わ

　康や
す

信の
ぶ

さ
ん

人
と
の
触
れ
合
い

　
寺
山
い
こ
い
の
広
場
に
あ
る
ゴ
ー

カ
ー
ト
場
で
、コ
ー
ス
の
清
掃
、カ
ー

ト
の
点
検
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
を

行
っ
て
い
る
染
川
さ
ん
。
以
前
は
、

鹿
児
島
市
の
職
員
で
農
業
技
術
員
と

し
て
働
き
、
農
家
や
住
民
と
直
接
や

り
と
り
を
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
そ

う
で
す
。

　｢

管
理
職
に
な
る
と
、
住
民
と
接

す
る
こ
と
が
少
な
く
な
り
、
物
足
り

な
さ
を
感
じ
て
い
た
。
ち
ょ
う
ど
先

代
の
ゴ
ー
カ
ー
ト
の
オ
ー
ナ
ー
が
新

し
い
オ
ー
ナ
ー
を
探
し
て
い
る
と
耳

に
し
た
。
実
際
に
訪
れ
る
と
、
利

用
者
が 

『
あ
り
が
と
う
』『
楽
し
か
っ

た
』と
笑
顔
で
帰
っ
て
い
く
姿
を
見

て
、
自
分
に
適
任
の
仕
事
だ
と
思
い

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た｣

と
話
し
ま
す
。

　
も
と
も
と
車
や
バ
イ
ク
が
好
き

だ
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、
お
客
さ
ま

と
直
接
触
れ
合
え
る
こ
と
が
一
番
の

決
め
手
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

利
用
者
が
楽
し
め
る
よ
う
に

　
あ
る
日
、
一
人
で
ゴ
ー
カ
ー
ト
に

乗
っ
た
女
の
子
が
、
コ
ー
ス
の
途
中

で
、
カ
ー
ト
を
置
い
た
ま
ま
泣
い
て

帰
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。
原
因
は
突

然
出
て
き
た
ア
ナ
グ
マ
が
怖
か
っ
た

か
ら
で
し
た
。「
寺
山
い
こ
い
の
広
場

は
山
に
あ
る
の
で
、
野
生
動
物
が

コ
ー
ス
を
通
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ

に
び
っ
く
り
す
る
こ
と
に
は
気
が
付

か
な
っ
た
。
怖
い
思
い
を
さ
せ
て
し

ま
っ
た
」と
感
じ
た
そ
う
で
す
。
こ

れ
を
き
っ
か
け
に
、
ア
ナ
グ
マ
な
ど

の
動
物
が
出
て
く
る
こ
と
が
あ
る
こ

と
、
も
し
出
て
き
て
も
怖
が
ら
な
く

て
良
い
こ
と
を
事
前
に
説
明
す
る
よ

う
に
し
た
と
い
い
ま
す
。　

　「
そ
う
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た

ち
は
、
逆
に
動
物
が
出
て
く
る
こ
と

を
楽
し
み
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

他
に
も
、
コ
ー
ス
中
の
木
に
顔
を

作
っ
た
り
、
動
物
の
パ
ネ
ル
を
設
置

し
た
り
し
て
い
る
。
た
だ
運
転
す
る

だ
け
で
な
く
、
親
子
３
世
代
で
み
ん

な
が
楽
し
め
る『
こ
こ
の
ゴ
ー
カ
ー

ト
が
楽
し
い
』と
思
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
る
」と
話
し

ま
す
。

　
ゴ
ー
カ
ー
ト
の
オ
ー
ナ
ー
と
し
て

働
く
中
で
、
利
用
者
の
笑
顔
だ
け
で
な

く
、
自
分
で
工
夫
が
で
き
る
こ
と
に
も

や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、「
大
雨
や
台
風
の
後
は
コ
ー

ス
の
清
掃
が
い
つ
も
よ
り
大
変
。
特

に
台
風
の
後
は
、
落
ち
葉
や
枝
が
た

く
さ
ん
落
ち
て
い
る
の
で
、
事
故
が

起
き
な
い
よ
う
に
数
時
間
か
け
て
丁

寧
に
清
掃
し
て
い
る
。
そ
の
他
に
も
、

見
え
る
範
囲
に
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置

し
て
い
る
」と
利
用
者
が
安
心
し
て

利
用
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
も
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。

こ
れ
ま
で
の
思
い
出
を
こ
の
先
も

　
利
用
者
の
中
に
は
、
子
ど
も
の
頃

以
来
、
久
し
ぶ
り
に
来
た
と
い
う
若

者
や
親
子
も
い
る
と
い
い
ま
す
。「
こ

こ
は
、
た
く
さ
ん
の
人
の
思
い
出
の

場
所
。
そ
れ
を
絶
や
す
訳
に
は
い
か

な
い
。
み
ん
な
が
笑
顔
で
い
ら
れ
る

こ
の
場
所
を
こ
れ
か
ら
も
守
り
、
地

域
で
の
つ
な
が
り
を
広
げ
て
、
薩
摩

川
内
市
な
ら
で
は
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
に
し
た
い
。
四
季
を
感
じ
な
が
ら

１
年
中
楽
し
め
る
の
で
、
思
い
出
作

り
に
活
用
し
て
ほ
し
い
」と
こ
れ
か

ら
の
夢
と
利
用
者
へ
の
思
い
を
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。	

▲︎利用者にコースの説明をしている様子

▲︎寺山ゴーカート
　Instagram

▲︎コース中に隠
　れている木に
　作った顔

　
標
高
２
４
７
ｍ
に
位
置
し
、敷
地
内
に
は「
運

動
広
場
」「
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン
」な
ど
が
あ
る

寺
山
い
こ
い
の
広
場
。そ
の
中
の
１
つ
に
１
周

約
１・３
㎞
の「
ゴ
ー
カ
ー
ト
場｣

が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
回
は｢

み
ん
な
の
思
い
出
づ
く
り

の
場｣

を
守
る
オ
ー
ナ
ー
の
思
い
に
寄
り
添
い
ま

す
。

　文字通り、その人の隣にいて、思いに寄り添うことや
人柄を表す言葉「人となり」をイメージしたコーナーで、
人物や活動の紹介だけでなく、その人の思いにスポット
を当てることを目的としています。

　「人のとなりに」とは…
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…
日
時
・
期
間
・
期
日
　

…
場

所
　

…
内
容
　

…
講
師
・
相
談

員
　

…
対
象
　

…
定
員
　

…
受
講
料
・
参
加
料
　

…
出
演

…
準
備
す
る
物
　

…
申
込
期
間

…
申
込
方
法
　

…
募
集
住
宅
　

…
抽
選
日
・
抽
選
場
所
　

…
販

売
日
時
・
販
売
先
　

…
そ
の
他
　

…
託
児
　

…
資
格
　

…
問
合

先
　

…
申
込
先
・
提
出
先
・
届
出

先
　

…
電
話
番
号
　

…
内
線

…
フ
ァ
ク
ス
番
号
　

…
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
　

…
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
　

…
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
　

…
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

つ
る
っ
と
ワ
ン
タ
ン
作
り
ま
し
ょ
う

【
要
申
込
】

３
月
８
日（
土
）10
時
～
13
時
30
分

市
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

ワ
ン
タ
ン
、
常じ
ょ
う

熟じ
ゅ
く

手
羽
じ
ゃ
が
煮

な
ど市

国
際
交
流
員
　
陸り
く

宇う

晨し
ん

中
学
生
以
上

※
中
学
生
は
保
護
者
同
伴

先
着
16
人

１
０
０
０
円（
材
料
費
）

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル

２
月
12
日（
水
）～

申
込
フ
ォ
ー
ム

国
際
交
流
協
会

（
22
）７
７
４
０

名
作
シ
ネ
マ
上
映
会【
要
申
込
】

川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

先
着
95
人

※
参
加
無
料

※
車
い
す
席
あ
り

※
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

２
月
15
日（
土
）～

直
接
、
電
話

川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

（
25
）５
５
８
０

お
れ
鉄
沿
線
つ
な
が
る
マ
ル
シ
ェ

～
食
も
お
酒
も
笑
い
も
ほ
お
バ
ル
！
～

３
月
１
日（
土
）11
時
～
16
時

阿
久
根
駅
、
出
水
駅
、
水
俣
駅

お
れ
ん
じ
鉄
道
沿
線
地
域
の
グ
ル
メ
、

体
験
、
ス
テ
ー
ジ
を
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

※�

よ
し
も
と
人
気
芸
人
の
お
笑
い
ス

テ
ー
ジ
も
開
催
予
定
で
す
。

※�

詳
し
く
は
、
市

を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

県
総
務
企
画
課
地
域
振
興
係

（
25
）５
１
０
７

お
手
玉
遊
び
と
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
つ
ど
い【
要
申
込
】

３
月
１
日（
土
）９
時
～
11
時
30
分

育
英
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ーお

手
玉
遊
び
や
ゲ
ー
ム
で
楽
し
く

世
代
間
交
流

ど
な
た
で
も
可

先
着
30
人

※
参
加
無
料

運
動
が
で
き
る
服
装

２
月
25
日（
火
）ま
で

電
話
ま
た
は
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、

連
絡
先
を
明
記
の
上
、
フ
ァ
ク
ス

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

小お

田だ

原わ
ら

０
９
０（
２
３
９
７
）８
３
５
９

（
27
）１
１
９
３

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
＆

男
女
共
同
参
画
フ
ェ
ア

３
月
９
日（
日
）10
時
～
16
時

サ
ン
ア
リ
ー
ナ
せ
ん
だ
い

薩
摩
川
内
観
光
大
使
ド
ラ
ン
ク

ド
ラ
ゴ
ン
塚つ

か

地じ

武む

雅が

氏
に
よ
る
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
、
上う

え

野の

千ち

鶴づ

子こ

氏
に
よ
る

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
関
す
る
講
演
会
、

舞
台
発
表
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ブ
ラ
ン

ド
市
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
食
堂
な
ど

※�

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、講
演
会
は
当
日
受
け
付
け

あ
り（
無
料
、２
月
21
日（
金
）ま
で
に
要
申
込
）

本
庁
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
生
涯
学
習
・

ひ
と
み
ら
い
政
策
Ｇ（

４
７
４
２
）

文
学
ゆ
か
り
の
里
め
ぐ
り
　

～
山や
ま

本も
と

實さ
ね

彦ひ
こ

編
～【
要
申
込
】

３
月
22
日（
土
）13
時
～
17
時

川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

市
内
を
中
心
に
山
本
實
彦
ゆ
か
り

の
場
所
を
バ
ス
巡
り

※
川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館
集
合

川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館
職
員

小
学
生
以
上（
小
学
３
年
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
）

先
着
20
人

※
参
加
無
料

２
月
18
日（
火
）～

直
接
、
電
話

川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

（
25
）５
５
８
０

放
送
大
学
令
和
７
年
４
月
入
学
生

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
３

０
０
以
上
の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ

り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
卒
業
す
る
と
、
学
士
の
学
位

を
取
得
で
き
ま
す
。

15
歳
以
上
の
方（
卒
業
を
目
指
す

方
は
18
歳
以
上
で
大
学
入
学
資
格
が

必
要
）

▼
第
１
回
＝
２
月
28
日（
金
）必
着

　▼�

第
２
回
＝
３
月
１
日（
土
）～
11

日（
火
）必
着

※�

募
集
学
生
の
種
類
、
出
願
方
法
な

ど
、
詳
し
く
は

を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

※
資
料
請
求
無
料

放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン

タ
ー（
鹿
児
島
市
）

０
９
９（
２
３
９
）３
８
１
１

イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
中
止
や
延
期

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
・
相
談
な
ど
の

最
新
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
！

情
報
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト

▲申込
　フォーム

時 タイトル 出 演 者 など

3/15（土） 
10:00 ～ 12:09

五
ご

番
ばん

町
ちょう

夕
ゆう

霧
ぎり

楼
ろう

（S55年）
松坂慶子、奥田瑛二、
浜木綿子　他

3/16（日） 
10:00 ～ 11:17

世界の果ての通学路
（H24年/吹き替え）

地球上の異なる４つの
地域で、数十キロの危険
な道のりを経て通学し､
学校で学ぼうとする子
どもたちの姿を追った
ドキュメンタリー

※開場は上映開始30分前～

▲市

▲市

▲放送大学

募
集

▲託児用申込
　フォーム
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市
営
住
宅
な
ど
の
入
居
者

（
変
更
に
な
る
場
合
あ
り
）

▼�

川
内
地
域
＝
月
見
、
ハ
イ
タ
ウ
ン

平
佐
市
営
、
若
葉
市
営
、
ハ
イ
タ

ウ
ン
平
佐
市
営（
シ
ル
バ
ー
）、
勝

目
一
般
、
ハ
イ
タ
ウ
ン
平
佐
特
公

賃
▼�

樋
脇
地
域
＝
諏
訪
越
第
２
、
椿
第

１
、
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
樋
脇
市
営

▼�

入
来
地
域
＝
愛
宕
、
舟
越
、
鹿
子
田
、

八
風
、
グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ
ジ
入
来

市
営（
シ
ル
バ
ー
）、
立
山
一
般

▼�

東
郷
地
域
＝
前
原
、
里
、
東
園
、

フ
レ
グ
ラ
ン
ス
紅
梅

▼�

祁
答
院
地
域
＝
会
田
、
砂
石
、
成

木
田
、
早
馬
、
黒
木
特
公
賃
、
藺

牟
田
特
公
賃

▼
里
地
域
＝
城
山
、
薗
下

▼
上
甑
地
域
＝
村
町

▼
下
甑
地
域
＝
内
川
内
、
西
山
、
大
瀬

▼
鹿
島
地
域
＝
鹿
島
宮
田

２
月
20
日（
木
）必
着

市

ま
た
は
、

の
各
所
に
備
え

付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
明
記

の
上
、
直
接
、
送
付

２
月
26
日（
水
）10
時
～
川
内
地
域

は
本
庁
６
階
６
０
３
会
議
室
、
東
部

区
域
、
甑
島
区
域
は

の
各
所

※
す
ぐ
に
は
入
居
で
き
ま
せ
ん
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
抽
選

※�

詳
し
く
は
、
市

お
よ
び

の
各

所
に
備
え
付
け
の
募
集
案
内
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

る
住
宅
も
あ
り
ま
す
。

▼�

川
内
地
域
＝
平
野
商
事
㈱
市
営
住

宅
管
理
事
務
所

　
（
25
）１
９
０
０

▼�

東
部
区
域（
樋
脇
・
入
来
・
東
郷
・

祁
答
院
地
域
）＝
㈱
橋
口
組
市
営

住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー

　
（
37
）２
５
３
３

▼�

甑
島
区
域
＝
㈱
水
建
シ
ス
テ
ム
甑

島
地
域
市
営
住
宅
管
理
事
務
所

　

０
９
９
６
９（
３
）２
４
９
３

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
　
　

地
震
か
ら
身
を
守
る
行
動
を

３
月
11
日（
火
）11
時
ご
ろ

い
つ
ど
こ
で
発
生
す
る
か
分
か

ら
な
い
地
震
災
害
か
ら
、「
身
を
守

る
安
全
確
保
行
動
」の
習
得
と「
防
災

意
識
の
向
上
」を
図
る
た
め
、
県
西

部
を
震
源
と
す
る
地
震
を
想
定
し
た
、

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
を
実
施

※�

参
加
者
把
握
の
た
め
、
事
前
登
録

を
お
願
い
し
ま
す
。

３
月
10
日（
月
）ま
で

申
込
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
本
庁
４
階

防
災
安
全
課
、
各
支
所
、
甑
島
振
興

局
に
備
え
付
け
の
登
録
票（
市

上

で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）に
必
要
事

項
を
明
記
の
上
、
直
接
、
送
付
、
フ
ァ

ク
ス
、
メ
ー
ル

本
庁
防
災
安
全
課
防
災
安
全
Ｇ

（

４
９
２
２
）

（
20
）２
４
０
３

bosai@
city.satsum

asendai.lg.jp

２
月
は
猫
の
適
正
飼
養
推
進
月
間

　
毎
年
２
月
は「
猫
の
適
正
飼
養
推

進
月
間
」で
す
。

▼
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

▼
不
妊
・
去
勢
処
置
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼�

迷
子
札
や
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
な
ど

を
付
け
、
所
有
者
を
明
示
し
ま

し
ょ
う
。

※�

飼
い
主
に
は
終
生
飼
養
の
責
任
が

あ
り
ま
す
。
最
後
ま
で
愛
情
と
責

任
を
も
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

▼
県
川
薩
保
健
所
衛
生
・
環
境
課

　
　
（
23
）３
１
６
７

　
▼�

本
庁
環
境
課
生
活
環
境
Ｇ（

４
３
３
３
）

【
来
庁
不
要
】マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
で
転
出
届
が
で
き
ま
す

　
引
越
し
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
窓
口
が

混
雑
す
る
た
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
使
い
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
で
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
の
転

出
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

※�

転
入
手
続
き
は
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

で
は
で
き
ま
せ
ん
。
新
住
所
に
住

み
始
め
て
か
ら
14
日
以
内
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
参
の
上
、

必
ず
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

※�

暗
証
番
号
が
分
か
ら
な
い
場
合
や

ロ
ッ
ク
が
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
場

合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

手
続
き
の
流
れ
な
ど
詳
し
く
は
、

市

ま
た
は
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

本
庁
市
民
課
住
民
Ｇ（

２
５
４
４
）

盛
土
規
制
法
の
運
用
が
始
ま
り
ま
す

　
盛
土
に
伴
う
災
害
か
ら
人
命
を
守

る
た
め
、
５
月
１
日（
木
）か
ら
市
全

域
が
危
険
な
盛
土
等
を
規
制
す
る
区

域
に
指
定
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
運
用
開
始
後
は
一
定
規
模
以
上
の

盛
土
等
に
つ
い
て
、
安
全
基
準
に
適

合
さ
せ
る
と
と
も
に
、
県
の
許
可
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
県

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

県
土
木
部
建
築
課
盛
土
等
規
制
対
策
班

０
９
９（
２
８
６
）３
６
９
５

債
権
管
理
条
例
が
施
行
さ
れ
ま
す

　
市
税
を
除
く
税
外
収
入
の
債
権
管

理
に
関
す
る
総
括
的
な
事
項
を
規
定

し
、
債
権
の
回
収
お
よ
び
整
理
を
総

合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
、

４
月
１
日
か
ら
債
権
管
理
条
例
が
施

行
さ
れ
ま
す
。

※�

債
権
管
理
と
は
、
債
権
が
発
生
し

て
か
ら
消
滅
す
る
ま
で
の
手
続
き

（
納
付
管
理
、
督
促
や
催
告
、
滞

納
処
分
や
強
制
執
行
、
債
権
放
棄

な
ど
）の
こ
と

※
詳
し
く
は
、
市

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

本
庁
財
政
課
財
政
Ｇ（

４
７
３
２
）

▲市

▲市

▲市

▲申込
　フォーム

▲マイナ
　ポータル

▲県▲市

お
知
ら
せ

１まず低く

２頭を守り

３動かない
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フ
ェ
リ
ー
ニ
ュ
ー
こ
し
き
の
ド
ッ
ク

に
よ
る
運
休
お
よ
び
ド
ッ
ク
期
間
中

の
ダ
イ
ヤ

　「
フ
ェ
リ
ー
ニ
ュ
ー
こ
し
き
」は

３
月
６
日（
木
）～
19
日（
水
）ま
で
、

ド
ッ
ク
の
た
め
運
休
し
ま
す
。

　
高
速
船
各
便
は
、
乗
船
の
２
カ
月

前
か
ら
予
約
で
き
ま
す
。
旅
客
定
員

に
達
し
た
場
合
は
、
予
約
し
た
方
を

優
先
し
ま
す
の
で
、
利
用
す
る
方
は

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

上
の
申
込
フ
ォ
ー
ム
、
電
話

▼
甑
島
商
船
㈱
串
木
野
本
社

　
　
（
32
）６
４
５
８

　
▼
甑
島
商
船
㈱
川
内
営
業
所

　
　
（
41
）５
１
０
０

川
内
港
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
　
　
　
　

フ
ェ
リ
ー
ニ
ュ
ー
こ
し
き
ド
ッ
ク

期
間
中
の
ダ
イ
ヤ

　「
フ
ェ
リ
ー
ニ
ュ
ー
こ
し
き
」の

ド
ッ
ク
に
よ
る
運
休
に
伴
い
、
川
内

港
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
ダ
イ
ヤ
も

次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

　
併
せ
て
、
甑
島
島
内
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
交
通
の
ダ
イ
ヤ
も
変
更
し
ま
す
。

南
国
交
通
㈱
川
内
営
業
所

（
23
）８
４
０
０

確
定
申
告
は
ご
自
宅
で
！

　
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら
国
税
庁

を
利
用

し
、
自
宅
か
ら
の
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
に
よ

る
申
告
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
川
内
税
務
署
内
に
申
告
相

談
会
場
を
開
設
し
ま
す
。

２
月
17
日（
月
）～
３
月
17
日（
月
）

９
時
～
16
時

川
内
税
務
署

※�

会
場
へ
の
入
場
に
は「
入
場
整
理

券
」が
必
要
で
す
。（
希
望
日
の
10

日
前
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
事

前
予
約
が
可
能
）

国
税
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０（
00
）５
９
０
１

※�

確
定
申
告
に
関
す
る
ご
相
談
は
、

「
０
」番
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

　�「
確
定
申
告
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」

に
つ
な
が
り
ま
す
。（
３
月
17
日

（
月
）ま
で
）

寄
附
・
寄
贈

　
寄
附
・
寄
贈
を
頂
き
ま
し
た
個
人
・

団
体
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

■�

市
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
へ
の

寄
附�

・
株
式
会
社
福
重
電
工

　代
表
取
締
役

　福ふ
く

重し
げ

安や
す

治は
る

・
福ふ
く

山や
ま

修お
さ
む

■
向
田
公
園
へ
時
計
塔
寄
贈

・
薩
摩
川
内
政
経
ク
ラ
ブ

■
市
誕
生
20
周
年
記
念
へ
の
寄
附

・
東
京
鹿
島
会

　会
長

　小こ

村む
ら

公き
み

男お

■
防
災
備
蓄
品
の
寄
贈

・
株
式
会
社
植
村
組

　代
表
取
締
役

　植う
え

村む
ら

一は
じ
め

■
台
風
10
号
に
係
る
災
害
見
舞
金

・
豊
岡
市
長

　
　関か

ん

貫ぬ
き

久く

仁に

郎お

・
豊
岡
市
議
会
議
長

　浅あ
さ

田だ

徹と
お
る

■�「
Ｄ
ｒ
．
コ
ト
ー
診
療
所
基
金
」へ

の
寄
附

・
有
限
会
社
シ
オ
タ

　代
表
取
締
役
会
長

　塩し
お

田た

浩ひ
ろ

一か
ず

■�

甑
島
区
域
各
診
療
所
へ
医
療
機
器

整
備
資
金
寄
附

・
公
益
財
団
法
人
上う

え

廣ひ
ろ

倫
理
財
団

■�

市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
食
材

寄
贈

・
県
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組
合

　

　薩
摩
川
内
支
部

　支
部
組
合
長

　若わ
か

松ま
つ

愛ま
な

美み

■�

祁
答
院
小
学
校
・
祁
答
院
中
学
校

へ
備
品
寄
贈

・�

ア
サ
ダ
メ
ッ
シ
ュ
株
式
会
社
鹿
児

島
工
場

　工
場
長

　松ま
つ

尾お

満み
つ

彦ひ
こ

※�

令
和
６
年
８
月
～
11
月
寄
附
・
寄

贈
分

▲ 国税庁 「確定申告
書等作成コーナー」

▲ 国税庁 「令和６年
分確定申告特集」

臨時便（土・日曜日のみ）

国
道
３
号
ル
ー
ト

バ
ス
停
留
所
名

川内駅（2番のりば） 8:00 12:25 14:15 18:50 11:05 14:25

山形屋前 8:05 12:20 14:18 18:40 11:08 14:20

大小路（国道） 8:07 12:18 14:20 18:38 11:10 14:18

上川内 8:10 12:15 14:23 18:35 11:13 14:15

草道駅前 8:20 12:06 14:32 18:26 11:22 14:06

川内港ターミナル 8:30 12:00 14:40 18:20 11:30 14:00

 高速船甑島  8:50 発  11:50 着  15:10 発  18:10 着  12:00 発  13:50 着

県
道
京
泊
大
小
路
ル
ー
ト

主
な
バ
ス
停

川内港ターミナル 8:55 11:25 15:15 17:50 12:05 13:35

船間島入口 9:03 11:17 15:23 17:42 12:13 13:27

五代 9:14 11:06 15:34 17:31 12:24 13:16

新田神社 9:19 11:01 15:39 17:26 12:29 13:11

大小路（国道） 9:24 10:56 15:44 17:21 12:34 13:06

川内駅（2番のりば） 9:30 10:50 15:50 17:15 12:40 13:00

川内港シャトルバス運行ダイヤ
※フェリーニューこしきのドック期間中（３月６日（木）～ 19日（水））

港名
１便 ２便 臨時便（土・日曜日のみ）

下り 上り 下り 上り 下り 上り

川内 8:50 11:50 15:10 18:10 12:00 13:50

里
11:00 発 16:00 着

12:50 13:00
10:50 着 16:10 発

長浜 10:00 10:10 16:50 17:00

高速船甑島運航ダイヤ
※フェリーニューこしきのドック期間中
　（３月６日（木）～ 19日（水））

▲甑島商船㈱
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川
内
地
域

（
出
生
児
）

髙
木

　
　斗と

蒼あ
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12
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

献血にご協力ください
わたしの街から届ける力、あなたの気持ちで救える命
時／ 2月25日（火） 
９時30分～11時45分
13時00分～16時30分
所／センノオト
問合先／市民健康課予防G（川内保健センター内）
（22）8811
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寛
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ヅ
エ
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一

新
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内
囿
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行

樋
脇
地
域

小
西

　
　風ふ

う

汰た

上
甑
地
域

園
畠

　
　結ゆ

生い

寧ね

川
内
地
域

（
氏
　名
）

山
本

　
　忠
子

天
立

　
　和
海

田
中

　
　傳

萩
原

　
　壽
之

有
馬

　
　盛
已

今
井

　
　洋
子

新
原

　
　勇
二

※住民基本台帳人口

※（　　）は前月に対する増減数です。

市民の動き（1月1日現在）

市内交通事故の発生状況（累計）
（R6/1/1 ～ R6/12/31）

区　分 件　数
交通事故 187 件（前年比＋   1 件）
死　　者 3 件（前年比＋   1 件）
負 傷 者 196 件（前年比−   4 件）

市内火災・救急・救助の発生状況（累計）
（R6/1/1 ～ R6/12/31）

区　分 件　数
火　災 38 件（前年比 ＋    4 件）
救　急 4,904 件（前年比 − 57 件）
救　助 43 件（前年比 ＋    17 件）

※枯れ草などを焼却する時は、必ず消防署へ届け出ましょう。
　火の取り扱い・始末には十分注意してください。

※納期限内に納付することが困難な場合は、
　本庁収納課へ（内線 2450）

税の納期（2月分）
税　目 納期限

市県民税４期 2月28日（金）
国民健康保険税８期 2月28日（金）

■総人口 90,535人（− 94人）
　男　性 44,024人（− 63人）
　女　性 46,511人（− 31人）
■世帯数 46,465世帯（− 65世帯）

 vol.14

12
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

　今回の写真は、平成 19 年３月に開通した南九
州西回り自動車道の薩摩川内都ＩＣ～串木野Ｉ
Ｃ間の開通式典の様子です。
　この道路が完成し、鹿児島市から本市を経て熊
本県八代市まで１本でつながることで、未開通前
と比べて約２時間の短縮になります。現在は鹿児
島市から薩摩川内水引ＩＣまで開通しており、早
期完成に向けて国への事業協力と要望活動を継
続的に実施しています。

▲広報薩摩川内No. 59より

災害時の避難などにも大切な
役割を担う重要な道路なんだ
つん。
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▲︎ 竹紙100ノート
　（中越パルプ工業㈱川内工場提供）

薩
摩
川
内
市
神
田
町
３
番
22
号
　

　
　
　
　
　
　
　
薩
摩
川
内
市
秘
書
広
報
課
内

８ ９５　８　６ ５　０郵送の際は
85 円切手を
貼付くださ
い。

住
　
所

氏（
フ
リ
ガ
ナ
）名

電
話
番
号

ペ
ン
ネ
ー
ム

年
齢
　
　
　
　
　
歳

　
行

読

者

の

ひ

ろ

ば

切り取ってご利用ください。

2025.2月号

　秘書広報課では読者のひろばへのお便り、絵手紙、写
真などを募集しています。住所、氏名、年齢、連絡先、
ペンネームを明記の上、はがき、封書、メールで投稿く
ださい。
※文章は、必要に応じて添削する場合があります。
投稿・問合先／本庁秘書広報課内読者のひろば係
koho@city.satsumasendai.lg.jp

　掲載された方には、竹紙100ノート
（Ａ５版）をプレゼントします。

読 者 の ひ ろ ば
お便り募集

令和７年
3月5日（水）消印有効
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※�

う
ぶ
ご
え
と
お
く
や
み
は
、
本
庁
市
民
課
ま
た

は
各
支
所
、
甑
島
振
興
局
な
ど
に
届
け
出（
出

生
・
死
亡
）を
さ
れ
た
方
で
、
広
報
紙
へ
の
掲
載

に
同
意
さ
れ
た
方
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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読 者 の ひ ろ ば

投稿・問合先／本庁秘書広報課企画総務・広聴広報G（内線4123）
　　　　　　　　 koho@city.satsumasendai.lg.jp

掲載店募集中！！秘書広報課までご連絡ください。掲載店募集中！！秘書広報課までご連絡ください。
【締切】 3 月 5 日（水）消印有効【締切】 3 月 5 日（水）消印有効

　上記締め切りまでにお便りを頂いた方の中から抽選で、
「就労継続支援Ｂ型事業所　みんね」のポップコーン（旨塩味、

キャラメル味）とキャンディコートナッツのセットを５人に
プレゼント。
　この店舗は就労継続支援Ｂ型事業所として、誰もが気軽に
立ち寄れる空間にしたいと創業を開始し、ポップコーンや手
作り餃子の販売を行っています。また、市内各種イベントに
も出店しているので、ぜひお声掛けください。

就労継続支援Ｂ型事業所　みんね
住  西向田町 7 番 26 号
営  10 時 ～ 15 時
休  木、日曜日

 （29）3240
※イベント出店により
　不在の場合もあります。

▲︎プレゼントセット

▲︎Instagram

3
●●市役所市役所

●●向田公園向田公園

就労継続支援Ｂ型事業所  みんね

紅
は
る
か
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す
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初
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に
植
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て
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し
た
。

　
洗
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き
て
き
れ
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で
す
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。
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せ
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シ
ュ
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・
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69
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）

安
全
運
転
を
心
掛
け
て

　
高
齢
者
の
交
通
安
全
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

ま
し
た
。

　
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の
踏
み
間
違
い
の

体
験
や
機
器
を
使
っ
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
し
て
と
て
も
良
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　
安
全
運
転
を
心
掛
け
、
免
許
返
納
す
る
ま

で
は
、
絶
対
に
今
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
運

転
し
ま
す
。
交
通
安
全
ス
タ
ッ
フ
の
方
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
の
一
言

元
気
に
な
れ
る
集
ま
り

　
朝
夕
、
だ
い
ぶ
寒
さ
が
身
に
染
み
る
季
節

と
な
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
４
、
５
人
の
集
ま
り
で
、
毎

月
２
、
３
回
集
ま
っ
て
お
し
ゃ
べ
り
や
ゲ
ー

ム
な
ど
を
し
て
楽
し
い
日
々
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
会
が
あ
っ
て
、
あ
っ
と

い
う
間
の
１
カ
月
で
す
。

　
皆
さ
ん
、
次
の
集
ま
り
を
楽
し
み
に
帰
り

ま
す
。
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
い
る
と
元
気
に

な
り
ま
す
ね
。

フ
ー
ち
ゃ
ん（
93
歳
）

皆
さ
ん
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
12
月
と
い
え
ば
ク
リ
ス
マ
ス
で
す
が
、
子

ど
も
が
巣
立
ち
、
ツ
リ
ー
を
飾
ら
な
く
な
っ

て
久
し
く
な
り
ま
し
た
。　

　
そ
れ
で
も
何
か
わ
く
わ
く
す
る
よ
う
な
、

も
ら
っ
て
う
れ
し
く
な
る
よ
う
な
も
の
を
と

考
え
、
シ
ー
ル
と
折
り
紙
を
使
っ
て
カ
ー
ド

を
作
り
ま
し
た
。

　
今
年
１
年
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
の
感
謝

を
込
め
て
。

ゆ
う
ち
ゃ
ん
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　　　　　　  0996（20）8500   0996（20）8512

■
　

広報電話

0120（894）256
※ 夜間救急当番医や水道サービスセンターの情報

が電話で確認できます。

やくしょにコール

問合先／�本庁未来政策部秘書広報課（内線 4122）

◀︎ Android 版 ◀︎ iOS 版

広報紙アプリ「マチイロ」
　スマートフォンやタブレットで「広報薩摩川内」や「薩摩川
内市議会だより」を読むことができます！ダウンロードして
ぜひご利用ください。

　本市でも市役所職員や消防職員をかたる不審電話が掛かって

くるという事案が発生しています。そこで今回はうそ電話詐欺な

どの特殊詐欺に気を付けていただきたいと思い、非通知から電話

が掛かってきた携帯電話の画面を表紙にし

ました。

　少しでも「詐欺かな？」と不審に感じたら、

一人で判断しないことが大切です。この機

会に詐欺の被害に遭わないための対策を家

族や友人と考える機会にしてみてください。

◎今月の表紙

Ｐ２
Ｐ４
Ｐ６
Ｐ７
Ｐ８
Ｐ10
Ｐ11
Ｐ12
Ｐ14
Ｐ15
Ｐ18
Ｐ20

キジカケル突撃レポート！
活動中！地域おこし協力隊
私のFood記
令和７年度会計年度任用職員の募集
未来のための健康習慣！がん検診のススメ
認知症になっても安心して暮らせるまちづくりのために
深ボリ！企業のチカラ
まちの話題
人のとなりに
情報掲示板
うぶごえ・おくやみ 　
読者のひろば

＜目　次＞

担当者の声

節 分といえば、立春の前日に邪気を払い、新しい年を迎
える準備をする大切な行事ですね。「鬼は外、福は内」

と豆をまきながら、家族の健康と幸福を願う風習は、今も昔
も変わりません。
　しかし、７年前の節分は私にとって忘れられない一日とな
りました。その日の昼、職場のサッカー部の練習試合で足を
痛めてしまったのです。その夜は家族と豆まきをし、鬼役を
務め足の痛みをこらえながら走り回りましたが、翌々日に病
院でアキレス腱が切れていると判明し、即入院、手術するこ
とに。
　節分の豆まきがこんな形で忘れられない思い出になるとは。
節分の豆まきで無病息災を願いつつ、怪我には注意したいも
のです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（福留）

SNS 型投資・ロマンス詐欺被害防止チラシ（鹿児島県作成）▶ 
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申込・問合先／広告代理店：㈱ジチタイアド　　092（716）1404 広告
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